
      

第
六
章 

地
域
の
変
遷 
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第
一
節 

企
業
進
出
前
の
周
西 

 ✜
海
苔
養
殖
の
成
功 

周
西
は
江
戸
末
期
ま
で
半
農
半
漁
の
村
だ

っ
た
。
農
業
は
田
畑
を
主
体
と
し
た
農
耕
で
、

人
々
は
こ
れ
に
よ
り
生
計
を
た
て
て
い
た
。 

漁
業
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
打
瀬
網
漁
（
て 

ぐ
り
）
で
小
糸
川
河
口
付
近
は
、
真
水
と
海

水
が
適
量
に
混
じ
り
あ
う
栄
養
海
水
が
東
京 

             
 

湾
環
流
に
洗
わ
れ
る
天
恵
の
貝
類
漁
場
で
も

あ
っ
た
。 

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
、
江
戸
の
海
苔
商

人
近
江
屋
甚
兵
衛
が
人
見
村
の
小
糸
川
河
口 

付
近
で
海
苔
養
殖
に
成
功
し
た
。
こ
れ
を
契

機
に
、
坂
田
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
、
坂

田
浦
に
篊
が
建
て
ら
れ
、
大
和
田
で
は
明
治

一
一
年
（
一
八
七
八
）
、
海
苔
作
り
を
始
め
た
。

こ
の
年
、
大
堀
村
の
平
野
武
次
郎
が
新
し
い

海
苔
移
植
法
を
発
見
。
明
治
一
六
年(

一
八
八

三)

に
は
、
実
用
的
な
移
植
技
術
の
完
成
に
こ

ぎ
つ
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
村
の
生
活
構
造
が
、

従
来
の
「
半
農
半
漁
」
か
ら
「
海
苔
主
体
の

半
農
」
へ
と
大
き
く
変
貌
し
て
い
っ
た
。 

✜
漁
業
組
合
の
変
遷 

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
公
布
さ
れ
た

漁
業
法
に
基
づ
い
て
翌
年
、
周
西
村
に
人
見

漁
業
組
合
・
大
和
田
浦
漁
業
組
合
・
坂
田
漁

業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
三
漁
業
組
合

は
す
べ
て
海
苔
養
殖
を
主
体
に
漁
業
活
動
を

展
開
し
た
。 

人
見
漁
業
組
合
事
務
所
は
明
治
三
七
年

（
一
九
〇
四
）
、
人
見
神
社
山
麓
下
の
神
門
側 

 
            

に
建
て
ら
れ
た
。 

大
和
田
浦
漁
業
組
合
事
務
所
は
大
和
田
自

治
会
館
付
近
に
あ
っ
た
。
現
在
の
大
蓮
寺
本

堂
は
こ
の
建
物
を
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。 

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
漁
業
法
が

改
正
さ
れ
、
県
や
郡
の
水
産
会
の
指
導
を
受

け
て
海
苔
養
殖
は
と
く
に
大
き
く
進
展
し
た
。

坂
田
漁
業
組
合
事
務
所
は
花
の
井
に
建
設
さ

れ
、
大
正
一
二
年
七
月
一
二
日
落
成
し
た
。 

昭
和
一
八
年
四
月
、
周
西
村
と
八
重
原
村 

海苔作り作業 

周西村人見漁業組合 
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が
合
併
し
て
君
津
町
誕
生
。
翌
年
七
月
、
人 

見
・
大
和
田
・
坂
田
の
三
漁
業
組
合
が
統
合

し
て
、
君
津
町
漁
業
会
と
し
て
発
足
し
た
。 

昭
和
二
四
年
、
君
津
町
漁
業
会
が
解
散
し
、

人
見
・
大
和
田
は
君
津
漁
業
協
同
組
合
（
君

津
漁
協
）
、
坂
田
は
坂
田
漁
業
協
同
組
合
（
坂

田
漁
協
）
と
し
て
分
離
独
立
し
た
。 

坂
田
や
大
和
田
が
分
離
を
希
望
し
た
背
景

に
は
、
自
浦
の
漁
場
を
有
利
に
確
保
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
働
い
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。 

 
 
 

 

 

第
二
節 

八
幡
製
鐵
の
進
出 

 

✜
地
域
開
発
の
波 

昭
和
三
三
年
、
千
葉
県
が
「
千
葉
県
総
合

開
発
計
画
」
を
策
定
し
た
の
と
前
後
し
て
同

年
一
月
、
君
津
町
長
と
町
幹
部
お
よ
び
君
津

漁
協
と
坂
田
漁
協
に
対
し
埋
め
立
て
申
請
者

主
催
の
「
海
岸
埋
め
立
て
説
明
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。 

昭
和
三
五
年
九
月
二
二
日
、
君
津
漁
協
に

県
知
事
か
ら
正
式
に
地
先
海
面
埋
め
立
て
の

要
請
が
あ
っ
た
。 

✜
漁
業
権
譲
渡
と
補
償 

そ
の
後
、
君
津
漁
協
は
幾
多
の
紆
余
曲
折

が
あ
っ
て
、
昭
和
三
六
年
七
月
二
〇
日
の
臨

時
総
会
で
漁
業
権
譲
渡
を
決
定
し
た
。
進
出

企
業
は
八
幡
製
鐵
㈱
（
現
新
日
鐵
住
金
株
式

会
社
）
だ
っ
た
。 

君
津
漁
協
（
組
合
員
二
一
七
人
）
の
漁
業

権
譲
渡
（
マ
マ
）
は
、
昭
和
三
六
年
四
月
に

補
償
金
の
内
示
が
あ
り
、
同
年
七
月
二
〇
日

の
臨
時
総
会
で
記
名
投
票
の
結
果
、
賛
成
一

五
七
、
反
対
五
一
、
無
効
一
、
賛
成
率
七
五
％

で
漁
業
権
譲
渡
を
決
定
。
三
二
万
五
〇
〇
〇

坪
の
区
画
漁
業
権
と
一
三
五
万
六
〇
〇
〇
坪

の
共
同
漁
業
権
を
放
棄
し
た
。
支
払
わ
れ
た

漁
業
補
償
は
総
額
一
四
億
八
〇
〇
万
円
（
一

漁
家
あ
た
り
平
均
七
七
〇
万
）
だ
っ
た
。 

坂
田
漁
協
の
漁
業
権
放
棄
（
マ
マ
）
は
、

昭
和
四
〇
年
五
月
に
決
定
し
同
月
二
六
日
、

千
葉
県
と
漁
業
補
償
協
定
に
調
印
し
た
。
締

結
が
遅
れ
た
背
景
に
は
、
坂
田
漁
協
の
黄
金

時
代
を
築
い
た
漁
業
者
の
意
地
と
誇
り
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。 

 

昭
和
二
六
年
頃
に
な
る
と
、
東
京
湾
は
工

場
排
水
に
よ
る
汚
染
、
船
舶
に
起
因
す
る
重

油
被
害
が
各
浦
で
発
生
し
て
き
た
。
こ
の
よ

う
な
環
境
の
変
化
で
発
生
す
る
「
海
苔
腐
れ

病
」
の
対
策
と
し
て
千
葉
県
市
原
の
松
ケ
島

漁
協
が
実
験
し
て
い
た
「
浮
動
式
養
殖
法
」 

に
着
目
し
、
辛
抱
強
く
研
究
改
良
す
る
こ
と

で
海
苔
腐
れ
病
を
打
破
し
た
。
ま
た
貝
類
養

殖
に
つ
い
て
も
ア
サ
リ
・
ハ
マ
グ
リ
の
稚
貝

投
入
な
ど
収
穫
漁
業
か
ら
栽
培
漁
業
へ
と
転

換
を
は
か
り
成
功
を
収
め
た
。 

旧坂田漁業組合事務所 （現坂田青年館） 
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昭
和
二
九
年
「
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
」
主
催
に
よ
る
第
四
回
大
会
（
現 

           
  場

の
人
々
に
よ
る
研
究
発
表
会
）
に
お
い
て

坂
田
チ
ー
ム
は
水
産
庁
長
官
賞
を
獲
得
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
海
苔
共
同
販
売
体
制
を
し

く
な
ど
組
織
の
基
盤
強
化
も
進
め
て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
漁
業
権
放
棄
と

漁
業
補
償
は
死
活
問
題
で
あ
り
、
晴
天
の
霹

靂
（
ヘ
キ
レ
キ
）
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

漁
業
権
放
棄
は
人
見
・
大
和
田
・
坂
田
漁

民
に
と
っ
て
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た
漁

場
を
失
う
と
い
う
単
純
な
感
傷
で
は
な
か
っ

た
。
よ
う
や
く
軌
道
に
の
っ
て
き
た
海
苔
養

殖
業
を
放
棄
す
る
こ
と
に
相
当
な
抵
抗
が
あ

り
容
易
に
受
け
入
れ
難
い
複
雑
な
問
題
だ
っ

た
。
地
元
の
人
た
ち
が
交
わ
す
放
棄
・
譲
渡

論
に
そ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

第
三
節 

君
津
製
鐵
所
の
建
設 

 

✜
海
面
埋
立
て 

君
津
漁
協
と
の
間
で
漁
業
補
償
問
題
が 

           

解
決
し
た
後
も
隣
接
し
た
青
堀
漁
業
協
同
組

合
と
の
調
整
問
題
で
予
定
よ
り
か
な
り
遅
れ
、

昭
和
三
七
年
一
月
一
日
か
ら
約
四
八
万
四
〇

〇
〇
㎡
の
第
一
期
埋
立
て
を
開
始
し
た
。 

 

埋
立
て
工
事
に
先
立
ち
昭
和
三
六
年
八
月
、

小
糸
川
右
岸
で
法
線
の
杭
打
ち
。
冷
延
工
場

予
定
地
付
近
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
。
一
二

月
、
浚
渫
船
第
一
号
君
津
丸
が
人
見
浦
に
到

着
、
君
津
製
鐵
所
埋
立
開
始
送
泥
式
典
が
行

わ
れ
、
君
津
製
鐵
所
建
設
の
第
一
歩
が
ス
タ 

 
             

人見・大和田・坂田の海岸線と周西の丘陵 

（昭和 35 年頃） 

埋立開始送泥式典 

（昭和 36 年 12 月） 

法線杭打ち （小糸川右岸） 

（昭和 36 年 8 月） 
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ー
ト
し
た
。
工
場
建
設
予
定
地
の
海
面
埋
立

て
は
、
主
に
人
見
・
大
和
田
丘
陵
地
の
山
土

が
用
い
ら
れ
た
。 

✜
冷
延
工
場
操
業 

 

昭
和
三
七
年
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
埋
立

て
は
秋
に
完
了
し
、
昭
和
三
九
年
二
月
一
七

日
、
冷
延
工
場
建
設
が
開
始
し
た
。 

             

昭
和
四
〇
年
二
月
一
日
、
君
津
製
鐵
所
が

発
足
。
同
年
四
月
一
日
、
冷
延
工
場
調
圧
ミ

ル
設
備
（
第
一
冷
間
圧
延
機 

五
ス
タ
ン
ド

タ
ン
デ
ム
ミ
ル
）
が
操
業
開
始
し
、
君
津
製

鐵
所
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

✜
人
見
・
大
和
田
丘
陵
の
開
発 

昭
和
三
七
年
、
大
和
田
丘
陵
の
掘
削
工
事

に
先
立
ち
文
化
財
保
護
の
た
め
大
和
田
社
宅

Ｂ
棟
公
園
の
上
、
三
〇
ｍ
付
近
に
あ
っ
た
妃

塚
古
墳
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。 

        
掘
削
残
土
は
君
津
製
鐵
所
建
設
予
定
地
の

海
面
埋
立
て
に
使
用
さ
れ
る
一
方
、
昭
和
四

三
年
に
は
掘
削
さ
れ
た
跡
地
に
低
層
（
四
階

建
て
Ｂ
棟
群
）
、
高
層
（
一
一
階
建
て
Ａ
棟
群
）

の
社
員
用
社
宅
が
建
設
さ
れ
る
な
か
、
北
九

州
か
ら
の
引
越
し
コ
ン
テ
ナ
が
続
々
と
到
着

し
未
完
成
の
建
物
に
入
居
し
て
い
っ
た
。 

そ
の
後
こ
の
地
域
は
、
独
身
寮
・
グ
ラ
ン 

             

ド
・
体
育
館
な
ど
福
利
厚
生
施
設
を
完
備
す

る
「
マ
ン
モ
ス
団
地
」
と
な
っ
た
。 

✜
銑
鋼
一
貫
体
制
確
立 

 

昭
和
四
二
年
三
月
六
日
、
人
見
・
大
和
田

浦
に
は
浚
渫
大
船
団
が
集
結
し
大
規
模
な
浚

渫
作
業
が
開
始
す
る
。
同
時
に
、
四
月
厚
板

工
場
、
九
月
第
一
高
炉
な
ど
の
建
設
が
は
じ

ま
っ
た
。
翌
年
、
ス
パ
イ
ラ
ル
鋼
管
・
厚
板

工
場
・
特
殊
電
縫
鋼
管
設
備
・
コ
ー
ク
ス
工

場
・
第
一
高
炉
火
入
れ
・
転
炉
工
場
・
分
塊

妃塚古墳発掘状況 

（昭和 37 年 2 月 12 日） 

埋立地に完成した冷延工場 

（昭和 40 年） 

大和田社宅Ａ、Ｂ棟建設状況 

（昭和 43 年 6 月 7 日） 
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工
場
・
熱
延
工
場
な
ど
が
操
業
を
開
始
。
一

二
月
に
は
、
君
津
製
鐵
所
銑
鋼
一
貫
体
制
が

確
立
し
た
。 

             
 第

四
節 

都
市
づ
く
り 

 
 

✜
周
西
地
域
の
土
地
区
画
整
理
事
業 

 

八
幡
製
鐵
の
君
津
進
出
に
と
も
な
い
、
君

津
町
は
計
画
的
都
市
づ
く
り
の
方
針
を
固
め

昭
和
三
七
年
「
都
市
計
画
区
域
」
の
指
定
、

昭
和
三
九
年
「
都
市
計
画
用
途
地
域
」
の
指

定
、
昭
和
四
〇
年
に
は
「
都
市
計
画
道
路
」

の
指
定
を
受
け
る
な
ど
、
都
市
基
盤
作
り
の

骨
格
を
な
す
基
盤
固
め
に
着
手
し
た
。 

 

都
市
基
盤
作
り
に
あ
た
っ
て
は
、
組
合
施

行
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
強
力
に
推

し
進
め
て
い
る
。 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
概
要
は
、
人
見
土

地
区
画
整
理
組
合
①
の
事
業
年
度
、
昭
和
四

九
～
平
成
三
年
で
施
行
面
積
六
〇
、
一
㏊
。 

             

大
和
田
土
地
区
画
整
理
組
合
②
の
事
業
年
度
、

昭
和
四
三
～
五
八
年
で
施
行
面
積
三
七
、
八

㏊
。
坂
田
土
地
区
画
整
理
組
合
③
の
事
業
年

度
、
昭
和
四
四
～
五
八
年
で
施
行
面
積
六
〇
、

二
㏊
と
な
っ
て
い
る
。 

✜
君
津
台
宅
地
開
発
事
業 

 

昭
和
四
四
、
四
五
年
頃
、
こ
の
丘
陵
地
帯 

が
新
日
本
土
木
株
式
会
社
、
総
武
都
市
開
発 

株
式
会
社
の
所
有
地
と
な
り
宅
地
開
発
工
事 

が
進
め
ら
れ
た
。 

〈
君
津
台
造
成
記
録
〉 

 

✽
昭
和
四
四
年
一
〇
月
二
〇
日
許
可
分 

 
 

君
津
市
坂
田
字
霞
池
山
・
東
仲
田
・
鳥
巣

懸
山 

✽
昭
和
五
〇
年
三
月
一
一
日
許
可
分 

（
第
一
工
区
） 

大
関
谷
・
三
ノ
輪
作
・
西
柳
ヶ
作
・
原
・

仲
町 

✽
昭
和
五
〇
年
三
月
一
一
日
許
可
分 

（
第
一
工
区
） 

西
柳
ヶ
作
・
東
柳
ヶ
作
・
霞
池
山
・
東
仲

田
・
鳥
巣
懸
山 

✽
昭
和
五
〇
年
三
月
一
一
日
許
可
分 

土地区画整理事業実施状況図 

八幡製鐵株式会社君津製鐵所工場群 

（昭和 44 年 1 月 4 日 写真提供：故渡辺忠純） 
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（
第
二
工
区
） 

 

打
越
・
明
王
塚
・
鳥
巣
懸
山
・
当
神
免
・

鵬
口
・
東
仲
田
・
西
仲
田
・
関
山
・
新
関

山
・
三
枚
畑 

✽
昭
和
五
〇
年
三
月
一
一
日
許
可
分 

（
第
二
工
区
） 

 

大
関
谷
・
打
越 

✽
昭
和
五
七
年
一
二
月
二
七
日
許
可
及
び
昭

和
五
九
年
一
〇
月
一
一
日
許
可
分 

（
第Ⅱ

期
一
工
区
及
び
二
工
区
） 

 

衛
門
ヶ
作
・
当
神
免
・
鵬
口
・
東
仲
田
・ 

西
仲
田
・
三
枚
畑
・
本
名
輪
・
鳥
巣
懸
山 

 
 
 
 
 
 

〈
造
成
時
期
に
つ
い
て
〉 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和
五
〇
年
三
月
一
一
日

許
可
（
新
日
本
土
木
株
式
会

社
）
分
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
〇
年
三
月
一
二
日
が
着
手

年
月
日
と
な
っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
昭
和
五
〇
年
三
月
一

二
日
か
ら
造
成
工
事
の
施
工

が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
以
降
の
着
手
届
け 

は
見
付
か
っ
て
い
な
い
。
通
常
で
あ
れ
ば
断 

続
的
に
造
成
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
推
測 

で
き
る
。 

 
 

（
「
新
日
本
土
木
株
式
会
社
」
資
料
） 

✜
写
真
で
た
ど
る
地
域
の
変
貌 

周
西
は
八
幡
製
鐵
の
君
津
進
出
で
大
き
く

変
貌
し
た
国
内
で
比
類
な
い
地
域
で
あ
る
。 

短
期
間
で
の
海
浜
巨
大
製
鐵
所
建
設
、
山

を
削
っ
た
跡
地
に
出
現
し
た
マ
ン
モ
ス
団
地
、

人
口
の
急
激
な
増
加
、
都
市
区
画
整
理
事
業

で
変
容
し
た
市
街
地
。
半
世
紀
が
経
過
し
た

今
日
、
薄
れ
つ
つ
あ
る
記
憶
を
歴
史
の
「
語

り
部
」
で
あ
る
写
真
で
振
り
返
る
。 

資
料
一
：
八
幡
製
鐵
進
出
前
の
周
西 

                      

君津台団地造成概略図 

昭和 44 年 4 月 北子安付近を走る SL 

写真でたどる 
地域の変貌 

１．八幡製鐵 
進出前の周西 

 

農作業風景（旧周西小学校付近） 
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旧周西小学校正門 大和田「鉾」奉納（人見神社大祭） 

坂田の茅葺きの家 旧周西小学校卒業記念写真 

坂田のお神輿 区画整理前の大和田 

人見消防団 第 11 分団 河岸より中橋・人見山を望む 
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人見橋開通式 人見神社「波の伊八彫刻」昭和 45 年焼失 

神門の百万遍講 人見山から見た神門と埋立工事 

潮干狩り 生活の重要な糧だった「海苔養殖」 

小糸川河口に最初にあらわれた浚渫船 小糸川河口で行なわれていた「船おろし」 
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資
料
二
：
写
真
で
振
り
返
る 

「
周
西
地
域
五
〇
年
の
変
遷
」 

※
折
り
込
み
（
Ａ
３
判
）
参
照 

・
昭
和
三
〇
年
代 

漁
業
で
栄
え
た
人
見
・ 

大
和
田
・
坂
田 

・
昭
和
三
六
年 
製
鐵
所
の
建
設
始
ま
る 

・
昭
和
三
七
年 
航
空
写
真
で
見
る
周
西 

・
昭
和
三
六
年 

開
発
進
む
大
和
田
丘
陵 

 
 

資
料
三
：
写
真
で
た
ど
る 

「
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
」 

 
 
 

※
折
り
込
み
（
Ａ
３
判
）
参
照 

・
昭
和
三
八
年 

旧
周
西
小
学
校 

・
昭
和
四
〇
年 

焼
失
前
の
人
見
神
社 

・
昭
和
四
五
年 

山
の
上
に
あ
っ
た
君
津 

ク
ラ
ブ 

・
昭
和
四
八
年 

橋
上
駅
工
事
始
ま
る 

・
昭
和
四
八
年 

旧
君
津
駅
舎
閉
鎖 

・
昭
和
五
〇
年 

旧
君
津
町
役
場 

・
昭
和
五
一
年 

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
開
店 

・
昭
和
五
二
年 

完
成
間
近
君
津
市
役
所 

・
昭
和
五
三
年 

君
津
駅
（
南
口
） 

・
昭
和
五
四
年 

水
道
山
タ
ン
ク
工
事 

・
昭
和
五
六
年 

ポ
ピ
ン
ズ
開
店 

・
昭
和
五
七
年 

君
津
・
畑
沢
線 

・
昭
和
五
九
年 

ス
ー
パ
ー
富
分
開
店 

・
昭
和
六
〇
年 

君
津
駅
特
急
電
車
出
発
式 

・
昭
和
六
二
年 

ア
ピ
タ
君
津
店
開
店 

・
昭
和
六
二
年 

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
開
店 

・
昭
和
六
三
年 

漁
業
資
料
館
完
成 

・
昭
和
六
三
年 

人
見
大
橋
開
通
式 

・
平
成
二
年 

君
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル
落
成 

・
平
成
五
年 

君
津
警
察
署
オ
ー
プ
ン 

・
平
成
一
一
年 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
館
開
館 

・
平
成
一
四
年 

君
津
市
中
央
図
書
館
開
館 

・
平
成
一
八
年 

周
西
公
民
館
開
館 

・
平
成
二
一
年 

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

開
館 

・
平
成
二
四
年 

人
見
保
育
園
開
園 

 第
五
節 

転
業
・
転
入
時
の
記
憶 

 

✜
思
い
出 

人
見
浦
の
埋
立
て
は
昭
和
三
十
二
年
頃
、

一
企
業
に
よ
る
埋
立
て
計
画
が
組
合
か
ら
発

表
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
海
苔
養
殖
に

対
す
る
漁
民
の
執
着
が
強
く
殆
ん
ど
問
題
に

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
内
湾
に
工
業
化

の
波
が
押
し
寄
せ
、
既
に
五
井
・
姉
ヶ
崎
地

区
ま
で
埋
立
て
が
進
み
、
大
工
業
地
帯
に
変

貌
し
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
三
十
五
年
、
人
見
浦

に
も
来
る
べ
き
も
の
が
つ
い
に
き
た
。
八
幡

製
鐵
の
進
出
計
画
の
知
ら
せ
で
あ
る
。 

埋
立
て
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
将
来
の
海

苔
作
り
に
良
い
展
望
が
も
て
な
い
に
し
て
も
、

埋
立
て
に
な
れ
ば
吾
々
は
丘
に
上
が
っ
た
カ

ッ
パ
同
然
、
転
業
の
不
安
か
ら
に
わ
か
に
賛

成
す
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
翌
三
十
六

年
、
埋
立
て
は
条
件
交
渉
の
段
階
と
な
り
、

一
部
の
反
対
を
押
し
切
り
補
償
金
六
百
三
十

五
万
円
を
以
っ
て
埋
立
て
が
決
定
し
た
。
こ

れ
も
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
海
苔
作
り
に
た

い
す
る
不
安
と
補
償
金
へ
の
魅
力
の
せ
い
だ

っ
た
と
思
う
。 

製
鉄
所
の
建
設
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、

埋
立
て
地
に
飯
場
が
続
々
と
建
ち
並
び
、
一

万
人
と
も
い
わ
れ
る
労
務
者
が
集
ま
っ
て
い

た
。
當
時
神
門
に
は
給
食
施
設
が
少
な
か
っ
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た
の
で
、
食
事
ど
き
に
は
大
変
な
混
雑
が
繰

り
か
え
さ
れ
て
い
た
。
私
は
製
鉄
所
建
設
道

路
と
し
て
市
に
提
供
し
た
残
り
分
の
土
地
が

あ
っ
た
の
で
、
急
に
食
堂
を
始
め
よ
う
と
思

っ
た
。
急
い
で
稲
を
刈
り
と
り
埋
立
て
を
し
、

昔
の
波
打
ち
ぎ
わ
に
近
い
所
だ
っ
た
の
で
、

〝
ナ
ギ
サ
〟
と
名
付
け
、
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の

食
堂
を
開
店
し
た
。
時
は
昭
和
四
十
二
年
十

月
十
二
日
、
私
が
五
十
三
才
、
妻
が
四
十
八

歳
で
正
に
老
境
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
板

前
二
人
と
女
店
員
七
、
八
人
を
雇
い
馴
れ
な

い
仕
事
に
多
忙
を
極
め
た
。
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
労
務
者
に
は
イ
レ
ズ
ミ
の
者
、
酒
ぐ
せ

の
悪
い
も
の
が
た
く
さ
ん
い
て
、
接
客
に
は

大
変
苦
労
し
た
。
喧
嘩
と
食
い
逃
げ
の
お
客

の
始
末
に
は
ほ
と
ほ
と
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
目
ま
ぐ
る
し
い
時
代
だ
っ
た
。 

（
守
） 

✜
漁
業
権
譲
渡
へ 

昭
和
三
十
年
代
、
千
葉
県
は
従
来
の
農
水

産
業
か
ら
鉱
工
業
生
産
へ
の
転
換
を
図
っ
て

お
り
、
当
時
木
更
津
・
君
津
地
区
も
い
ず
れ

は
埋
立
か
と
誰
も
が
感
じ
て
い
た
。
昭
和
三

十
五
年
十
一
月
二
日
に
は
八
幡
製
鐵
の
進
出

が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。
当
初
予
定
地
は
木

更
津
南
部
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
木
更
津

は
漁
業
権
問
題
が
長
引
き
、
又
自
衛
隊
の
飛

行
場
に
よ
る
建
築
物
の
高
さ
制
限
等
で
工
場

誘
致
の
場
所
は
次
第
に
南
下
し
て
い
っ
た
。 

君
津
町
と
し
て
は
「
ど
う
せ
誘
致
す
る
な

ら
大
企
業
が
い
い
」
と
の
考
え
か
ら
八
幡
進

出
に
は
反
対
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
が
、
多

く
の
漁
業
組
合
は
先
祖
伝
来
の
海
へ
の
責
任

感
、
転
業
後
の
収
入
、
転
業
の
失
敗
の
不
安

な
ど
か
ら
絶
対
反
対
の
立
場
を
と
る
中
、
君

津
漁
協
は
話
を
聞
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
条
件
交
渉
に
移
り
、
様
々
な

経
緯
が
あ
っ
た
が
、
三
十
六
年
七
月
三
十
一

日
の
総
会
で
漁
業
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
承

認
、
八
月
十
日
に
県
庁
で
君
津
漁
協
と
県
庁

の
妥
結
調
印
が
行
わ
れ
た
。
妥
結
す
る
ま
で

は
君
津
漁
協
も
賛
成
派
、
反
対
派
が
あ
り
大

変
な
事
態
だ
っ
た
が
、
こ
の
後
四
十
年
に
坂

田
も
妥
結
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
君
津
製
鐵

所
の
発
展
を
祈
る
が
、
同
時
に
そ
の
海
で
生

計
を
立
て
て
い
た
も
の
が
、
先
祖
伝
来
の
漁

場
を
将
来
の
不
安
を
残
し
な
が
ら
も
譲
渡
し

た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
て

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。 

（
所
内
報
「
き
み
つ
」
掲
載
文
よ
り
抜
粋
） 

✜
転
業
の
決
意 

私
は
、
半
農
半
漁
の
家
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
育
っ
て
き
た
の
で
、
家
業
を
継
ぐ
の
は

当
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
勉

強
も
あ
ま
り
せ
ず
、
小
学
校
の
頃
か
ら
夏
休

み
に
な
る
と
、
親
父
と
一
緒
に
沖
漁
に
い
っ

た
り
、
海
苔
や
農
業
を
手
伝
い
、
早
く
一
人

前
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
中
学
校
の
卒
業
式
か
ら

帰
る
と
、
そ
の
日
か
ら
家
業
に
精
を
出
し
て

い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
六
年
後
、
突
然
漁
業
権
を
譲
渡

し
、
転
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
愚
痴

を
言
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
、
や
る
っ
き
ゃ

な
い
、
俺
は
ま
だ
二
十
二
歳
で
若
い
」
。
幸
い

な
こ
と
に
叔
父
さ
ん
が
機
械
屋
を
や
っ
て
い

た
の
で
、
将
来
自
分
の
工
場
を
持
つ
こ
と
を

夢
見
て
、
機
械
工
に
な
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

補
償
金
で
旋
盤
を
購
入
し
、
朝
七
時
か
ら
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夕
方
七
時
ま
で
、
絶
え
ず
叔
父
さ
ん
の
仕
事

の
仕
方
を
見
な
が
ら
一
所
懸
命
仕
事
を
覚
え

ま
し
た
。
旋
盤
工
は
一
日
中
立
ち
仕
事
な
の

で
、
最
初
の
頃
は
足
腰
が
痛
か
っ
た
が
、
半

年
も
す
る
と
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
が
終

わ
る
と
、
そ
の
日
し
た
仕
事
を
振
り
返
り
な 

             

が
ら
、
こ
う
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
？
あ
あ

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
？
と
考
え
る
毎
日
で

し
た
。
し
か
し
、
私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
物

を
作
る
の
が
好
き
で
し
た
の
で
、
毎
日
が
楽

し
み
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
だ
ん
だ
ん
と
複

雑
な
加
工
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、

旋
盤
加
工
に
も
数
学
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

例
え
ば
、
三
角
関
数
を
使
っ
た
「
デ
ー
パ

ー
計
算
」
や
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
を
使
っ
た

「
円
弧
の
計
算
」
等
で
す
が
、
前
述
し
た
よ

う
に
勉
強
し
て
い
な
い
か
ら
解
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
数
学
の
参
考
書
を
読
ん
だ
り
、

現
役
の
高
校
生
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

ど
う
に
か
計
算
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十

三
年
、
町
工
場
の
親
父
に
な
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
に
は
漁
業

資
料
館
が
開
館
さ
れ
、
昔
使
っ
て
い
た
沖
漁

や
海
苔
の
道
具
が
、
生
き
た
教
材
と
し
て
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
資
料
も
転
業
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

（
石
井
澄
雄
） 

✜
故
郷
と
決
別 

新
天
地
君
津
へ
の
転
勤
を
素
直
に
受
け
入

れ
た
の
で
は
な
く
、
断
腸
の
思
い
を
残
し
て
、

故
里
の
親
兄
弟
に
離
別
を
告
げ
た
。
そ
れ
も

九
州
で
育
ち
学
ん
だ
こ
と
に
愛
着
が
あ
っ
た 

か
ら
だ
。
駅
で
の
離
別
、
夜
行
の
寝
台
列
車

の
車
窓
か
ら
は
、
見
送
り
に
来
た
親
兄
弟
の 

涙
が
見
え
、
振
る
手
に
も
寂
し
さ
、
辛
さ
が

胸
を
突
い
た
。
込
み
上
げ
る
気
持
ち
を
押
さ

え
て
、
親
子
と
も
目
を
赤
く
染
め
て
い
た
。

他
の
転
勤
家
族
も
仝
（
マ
マ
）
想
い
で
、
目

を
染
め
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
遠
く
て
近
い 

            

君
津
へ
と
出
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

東
京
に
着
き
、
担
当
者
の
迎
え
の
バ
ス
で

東
京
を
見
物
し
た
後
、
川
崎
か
ら
木
更
津
行

親族や友人との別れはつきない 

～君津製鉄所 10 年の歩み～ 

神門 澄雄鉄工所 
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き
の
フ
ェ
リ
ー
で
木
更
津
港
に
着
い
た
が
、

そ
の
間
に
製
鐵
所
の
姿
は
見
え
ず
、
た
だ
海

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
宿
泊
旅
館
は
、
家
族
ご

と
に
違
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
ふ
じ
や
旅
館

で
一
泊
後
、
入
居
す
べ
き
大
和
田
社
宅
Ａ
二

棟
に
向
か
っ
た
。
Ａ
二
棟
は
ま
だ
建
設
中
で
、 

一
一
階
建
て
の
建
物
の
五
階
ま
で
し
か
入
居

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
周
囲
に
は
網
が
張
ら

れ
、
ク
レ
ー
ン
車
は
建
設
資
材
を
荷
揚
げ
し

て
い
た
。
入
居
の
荷
物
を
搬
入
し
よ
う
に
も
、

正
面
玄
関
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
中
央
口
は
工

事
中
で
、
非
常
階
段
の
網
を
く
ぐ
っ
て
入
っ

た
の
で
あ
る
。
他
の
ア
パ
ー
ト
は
基
礎
工
事

中
で
、
Ａ
二
棟
だ
け
が
一
一
階
ま
で
出
来
て

い
た
。 

買
い
物
は
木
更
津
市
内
ま
で
一
時
間
一
本

の
バ
ス
で
行
き
、
ま
た
は
行
商
人
の
坂
田
の

農
家
に
買
い
出
し
を
し
た
。
周
囲
で
は
山
が

削
ら
れ
、
砂
埃
が
ひ
ど
く
て
窓
も
開
け
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
風
雨
の
強
い
時
に
は

室
内
に
雨
が
漏
り
、
水
が
浸
み
て
嫌
に
な
る

ほ
ど
苦
労
し
た
。
九
州
に
帰
し
て
く
れ
と
言

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
会
社
は
、
埋
立
て
、

建
設
と
毎
日
忙
し
く
、
海
辺
に
は
新
し
く
で

き
た
砂
丘
が
広
が
っ
て
い
た
。
建
設
現
場
に

行
く
バ
ス
は
、
軟
弱
な
地
盤
で
よ
く
沈
ん
だ
。

夜
間
は
暗
く
て
道
が
わ
か
ら
ず
、
段
差
か
ら

落
ち
て
運
転
手
も
苦
労
し
て
い
た
。
行
く

先
々
は
晴
天
で
も
ぬ
か
っ
て
い
た
の
で
、
長

靴
を
は
い
て
通
勤
し
た
。 

埋
立
て
、
建
設
は
毎
日
進
み
、
搬
入
さ
れ

る
設
備
の
資
材
は
、
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
大

き
さ
だ
っ
た
。
こ
れ
が
君
津
製
鐵
所
な
の
だ

と
思
っ
た
。
作
業
員
は
少
数
精
鋭
で
、
工
場

の
設
備
稼
働
に
励
ん
だ
。
初
溶
鋼
を
鋳
込
み
、

無
事
終
了
す
る
と
、
今
ま
で
の
嫌
な
気
持
、

辛
か
っ
た
苦
労
が
す
べ
て
消
え
て
し
ま
っ
た
。

工
場
立
ち
上
げ
の
夢
が
か
な
い
、
大
き
な
感

動
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
安
部
） 

✜
九
州
よ
り
君
津
へ 

昭
和
四
二
年
秋
、
門
司
か
ら
寝
台
特
急
（
は

や
ぶ
さ
）
に
乗
り
数
組
の
家
族
と
九
州
を
後

に
し
て
君
津
に
来
ま
し
た
。
大
人
達
は
親
兄

弟
や
知
人
と
の
別
れ
、
遠
い
千
葉
で
の
生
活

に
、
寂
し
さ
や
不
安
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
小
学
生
だ
っ
た
私
は
旅
行
に
行
く
時

の
よ
う
な
楽
し
い
気
持
ち
で
し
た
。 

八
幡
製
鐵
所
か
ら
の
民
族
の
大
移
動
が
話

題
に
な
っ
た
頃
で
、
同
年
代
の
子
供
た
ち
が

続
々
と
転
入
し
て
き
ま
し
た
。
転
入
生
に
慣

れ
て
い
た
地
元
の
子
供
達
は
、
次
々
と
来
る

新
入
り
を
快
く
迎 

え
て
く
れ
ま
し
た 

が
、
次
々
に
来
る 

転
入
生
の
名
前
を 

覚
え
る
の
が
大
変 

だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

戸
惑
っ
て
い
た
の 

は
大
人
達
で
、
通 

じ
な
い
方
言
が
多 

か
っ
た
で
す
。 

例
え
ば
〝
き
な
〟
。
〝
こ
っ
ち
に
来
い
〟

と
言
わ
れ
た
と
思
っ
て
地
元
の
方
が
〝
何
の

用
？
〟
と
聞
く
と
〝
呼
ん
で
な
い
〟
と
答
え

ま
す
。
〝
き
な
〟
と
は
九
州
弁
で
黄
色
の
事

で
す
。
今
で
は
笑
い
話
で
す
が
当
時
は
本
当

に
困
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

九
州
を
離
れ
四
十
五
年
、
戻
る
事
な
く
住 寝台特急「はやぶさ」 
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み
続
け
て
い
る
の
は
、
温
暖
な
気
候
と
人
の

温
か
さ
で
す
。
新
し
い
風
は
時
に
疎
ま
し
く

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
地
元
の
方
々
は
優
し

く
受
け
入
れ
て
下
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

（
五
十
代 

女
性
） 

✜
地
元
出
身
者
の
悩
み 

昭
和
四
三
年
四
月
一
日
、
君
津
製
鉄
所
に

入
社
し
ま
し
た
。
会
社
の
中
は
九
州
弁
一
色

で
、
千
葉
県
生
ま
れ
の
私
に
は
通
訳
が
い
る

ほ
ど
で
し
た
。
特
に
極
め
つ
け
は
〝
な
お
し

て
お
け
〟
で
し
た
。
あ
る
日
、
作
業
後
の
掃

除
も
終
わ
り
先
輩
か
ら
〝
こ
れ
、
な
お
し
て

お
い
て
く
れ
〟
と
畳
箒
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

〝
ハ
イ
ッ
〟
と
元
気
よ
く
返
事
し
た
も
の
の
、

渡
さ
れ
た
箒
を
見
た
ら
ど
こ
も
壊
れ
て
い
ま

せ
ん
。
い
く
ら
見
て
も
壊
れ
て
い
な
い
の
で

先
輩
の
と
こ
ろ
へ
〝
ア
ノ
ー
、
こ
れ
ど
こ
も

こ
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
け
ど
〟
と
持
っ
て
い
き

ま
し
た
。
先
輩
は
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
〝
俺
は

修
理
し
ろ
と
言
っ
て
な
い
ゾ
、
元
に
戻
し
て

お
け
と
云
っ
た
ん
だ
〟
私
は
や
っ
と
納
得
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
す
っ
か
り
俄
か
仕
込

み
の
九
州
弁
に
は
ま
り
、
生
ま
れ
故
郷
の
言

葉
を
懐
か
し
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
Ｔ
・
Ｋ
） 

✜
〝
チ
ッ
ケ
ッ
タ
〟
で
安
心 

あ
れ
は
昭
和
四
三
、
四
年
の
頃
で
し
た
か
、

八
幡
か
ら
転
入
の
生
徒
た
ち
が
急
増
し
て
、

ク
ラ
ス
の
三
分
の
二
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

て
、
私
達
、
正
直
い
っ
て
心
配
は
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
地
元
と
の
交
流
は
非
常
に
ス
ム

ー
ズ
で
し
た
ね
。 

言
葉
の
心
配
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
〝
チ

ッ
ケ
ッ
タ
〟
と
は
、
〝
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
〟

〝
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
〟
の
こ
と
で
す
が
、
見

て
る
う
ち
に
、
皆
こ
れ
で
や
る
よ
う
に
な
っ

て
、
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
と
思
い
ま
し
た
。 

問
題
は
一
時
、
一
ク
ラ
ス
に
七
六
人
も
い

た
「
す
し
詰
め
教
室
」
で
し
た
が
、
こ
れ
も

校
長
の
努
力
と
父
兄
の
協
力
で
、
校
舎
の
増

築
・
教
師
・
人
の
増
強
な
ど
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
勝
ち
と
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

（
Ｋ
・
Ｋ
） 

 

  

✍
小
林
一
茶
の
旅
日
記 

一
茶
は
「
花
嬌
仏
の
百
ヶ
日
」
に
来
訪
し
た
。 

七
月 

一
六 

風
雨 

午
刻
雨
止 

風
不
止 

 
 
 

夜
奥
州
男
五
十
才
計
旅
人
荒
井
村

（
富
津
市
新
井
）
宮
の
木
ニ
首
ク
ク

リ
死 

同
夜
坂
田
村
（
君
津
市
坂
田
）

妙
見
別
当
青
蓮
寺
弟
子 

同
村
の
男

三
人
殺
し
て
逃
亡 

ま
た
、 

八
日 

廿
三
番 

薬
王
寺
（
君
津
市
坂
田
長

福
寺
）
是
よ
り
阿
波
土
佐
ノ
国
さ
か

へ
迄
十
り 

御
関
所
有 

是
よ
り
廿

四
番
迄
十
り 

し
め
て
廿
壱
り 

土

佐
国 

御
関
所
有 

白
濱
村
泊
り 

十
日 

東
寺
（
二
十
四
番
最
御
崎
寺
・
室
戸 

岬
の
突
端
、
国
札
は
君
津
市
人
見
の 

青
蓮
寺
）
参
拝
。
女
人
き
ん
ぜ
い 

本 

尊
拝
礼
（
廿
五
番
津
照
寺
の
記
録
が 

な
い
。
富
津
市
大
堀
妙
長
寺
） 

花
嬌
仏
と
は
、
富
津
村
の
名
主
織
本
嘉
右
衛 

門
の
妻
で
對
潮
庵
花
嬌
の
俳
号
。 

（
『
上
総
よ
も
や
ま
話
』
高
崎
繁
雄
著
） 
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